
平成２４年８月２０日（月）～８月２６日（日）〔平成２４年第３４週〕の感染症発生状況 
第３４週で患者報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)ヘルパンギーナ 3)突発性発疹でした。 
感染性胃腸炎は定点当たり３．６３人と前週（３．０４）より患者報告数はやや増加しましたが、ほぼ例年並みのレベルで推移しています。 
ヘルパンギーナは定点当たり２．１６人と前週（２．１２）より患者報告数はわずかに増加し、例年よりもやや高いレベルで推移しています。 
風しんの届出が２件あり、６月以降、例年を大きく超える流行が続いています。風しんに罹患したことがなく、また予防接種を受けたことがない方については、予防接種

を受けるなど感染対策が重要です。 

発行 川崎市健康福祉局健康安全室・衛生研究所・各区役所保健福祉センター(保健所） 
（問い合わせ先） ０４４－２００－２４１２ 
 

感染性胃腸炎発生状況(３年間）
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ヘルパンギーナ発生状況（３年間）
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【感染症発生動向調査事業から】 
  
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今、何の病気が流行しているか！

第３４週報告数第２位 

第３４週報告数第１位 
不活化ポリオワクチンによる定期予防接種が開始されます！！ 

 平成24年7月の予防接種実施規則の改正により、９月からポリオの定期予防

接種に使用されるワクチンが、これまでの生ワクチンから不活化ワクチンへ切

り替えられます。これに伴い、各区役所保健福祉センターで実施してきた集団接

種を廃止し、市内協力医療機関における個別接種へ実施方法を変更します。 

 
 
 
 

接種開始時期

接種対象者

川崎市では平成 24 年９月 10 日(月)から不活化ワクチンの接種

が開始されます。この日以降は年間を通じて接種が受けられます。

ポリオ（急性灰白髄炎）定期予防接種について 

川崎市民で生後 3 月から生後９０月（７歳６か月）に至るまでの間にあるお子さん 

※すでに生ワクチンで２回接種を受けている方は対象外になります。 

接種場所

市内医療機関のうち「川崎市予防接種個別協力医療機関」で接種が受けられます。 

※川崎市のホームページ及び各区役所保健福祉センターで医療機関一覧表をご覧いただけます。 

予防接種に関するお問い合わせは、お住まいの区の区役所保健福祉センター（地域保健福祉課）まで御連絡ください 

川崎区役所保健福祉センター ０４４－２０１－３２０４ 宮前区役所保健福祉センター ０４４－８５６－３２５４ 

幸区役所保健福祉センター ０４４－５５６－６６４８ 多摩区役所保健福祉センター ０４４－９３５－３３０１ 

中原区役所保健福祉センター ０４４－７４４－３２６１ 麻生区役所保健福祉センター ０４４－９６５－５１５７ 

高津区役所保健福祉センター ０４４－８６１－３３１３ 健康福祉局健康安全室予防接種担当 ０４４－２００－２４４０ 

 

 接種費用は 
無料です。 


